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鉄筋質量表
種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

H 1-1 D51 8000 22 15.9 127.20 2798 （22）

H 1-2 〃 1400 22 〃 22.26 490

H 2-1 〃 6500 20 〃 103.35 2067 （20）

H 2-2 〃 2900 20 〃 46.11 922

H 3 〃 8380 16 〃 133.24 2132

H 4 D25 7680 112 3.98 30.57 3424

11833

(圧接箇所)

合　計 D51 8409 kg ( 42)

D25 3424 kg

総質量 11833 kg ( 42)

※準拠基準に関しては一般社団法人PCM工法協会

　PAE系ポリマーセメントモルタルを用いたコンクリート構造物の

　補修・補強に関する設計・施工マニュアル(案)2021年8月を参照すること。

大宮橋 P1橋脚補強配筋図(その２)
(PCM巻立工法)

S=1:50

図　名

縮　尺

図　号

単　　位

位　置

路線名

ＭＭ

鳥取県 鳥取県土整備事務所

図　示

鳥取市 大覚寺 ～ 的場

P1橋脚補強配筋図(その２)

フレアー溶接詳細図

aD

D S a

単位(mm)

S

S:溶接ビードの幅;S=0.5D

a:のど厚

　　a=0.39D-4 (D＞22mmの場合)

D:鉄筋径（呼び径）

25 12.5 5.8

10φ

鉄筋

鉄筋

2020

S=1:4

鉄筋取付アンカー参考図

正面図

D51用

鉄筋取付サドルバンド参考図

断面図

1.ガス管の留ジグである。

2.取付金具の間隔は、約2m毎に設置すること。
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S=1:1

コンクリート用 鉄製φ6x45を標準とする。
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橋梁補修工事（補助橋補修）

令和　　7 　年度施行

県道八坂鳥取停車場線

県道八坂鳥取停車場線（大宮橋）
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図　名

縮　尺

図　号

単　　位

位　置

路線名

ＭＭ

鳥取県 鳥取県土整備事務所

図　示

鳥取市 大覚寺 ～ 的場
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沓座モルタル補修工

平　面　図 S=1:50

(P1橋脚）
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(注記)
柱部補強時に、コンクリ―ト内部に
ひび割れが確認された場合は補修を行う。

(注記)
柱部補強時に、コンクリ―ト内部に
ひび割れが確認された場合は補修を行う。
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正　面　図 S=1:50

(A1橋台側)

正　面　図 S=1:50

(A2橋台側)

（ひび割れ注入工・断面修復工・沓座モルタル補修工）

S=1:50

大宮橋　補修図（その１）

大宮橋　補修図(その１)

ひびわれ注入工
（0.2mm ≦ W ＜ 0.5mm）

ひびわれ注入工
（0.5mm ≦ W ＜ 1.0mm）

補修工法

I0-0.00/0.00 補修工法 補修番号-幅/補修延長

D0-0.00x0.00 補修工法 補修番号-補修幅x補修幅

I

断面修復工(左官工法)D

ひびわれ注入工
（1.0mm ≦ W ≦ 5.0mm）

凡 例

剥離

鉄筋露出

うき

豆板

その他

側面図

Ｐ１橋脚

側　面　図

490 150

790

S=1:20

チッピング

既設橋座面

7
0

無 収縮 モル タル

A = 0 . 2 8 0 m
2

150

注記）

1.本図面は、竣工図に基づき作成したものである
　ため、施工時は、事前に形状寸法並びに現地状
　況を確認し、適宜修正すること。

2.損傷は、H30年度橋梁定期点検結果を基に作成
　しているため、事前に損傷を確認し数量等を
　確定すること。

3.事前調査により数量に変更が生じる場合は、調
　査職員と協議を行い適宜変更を行うこと。

（過年度施工済み）

橋梁補修工事（補助橋補修）

県道八坂鳥取停車場線

県道八坂鳥取停車場線（大宮橋）

令和　　7 　年度施行

全　13　葉中の内　12

公
共R7-8債務 起工



図　名

縮　尺

図　号

単　　位

位　置

路線名

ＭＭ

鳥取県 鳥取県土整備事務所

図　示

鳥取市 大覚寺 ～ 的場

1.本図面は、竣工図に基づき作成したものである
　ため、施工時は、事前に形状寸法並びに現地状
　況を確認し、適宜修正すること。

2.損傷は、H30年度橋梁定期点検結果を基に作成
　しているため、事前に損傷を確認し数量等を
　確定すること。

3.事前調査により数量に変更が生じる場合は、調
　査職員と協議を行い適宜変更を行うこと。

4.主桁・横桁の塗装面積は、塗歴板の値を参照し
　ているため、事前に調査を行い、適宜変更を行
　うこと。

5.支承の塗装面積は、デザインデータブックの値
　を参考としているため、事前に調査を行い、適
　宜変更を行うこと。

注記）

6.事前に既設ドレーン管位置を確認し、スプリン
　グ管を接続させること。

7.路面標示（区画線等）は、R01年度業務で実施
　された道路設計を確認し、施工を行うこと。

沓座モルタル補修工
（参考図）

施工手順

欠損部・劣化部除去

作業開始

形状・寸法調査

下地処理（チッピング）

既設排水管

取付金具取付

排水管設置

無 収縮 モル タル

A = 0 . 3 5 5 m
2

t = 7 0 m m642
157

5
7
6

790

6
3
0

(0.7kg/m
2
×2回)

大宮橋　補修図（その２）

大宮橋　補修図(その２)

ひびわれ注入工

取付パイプ @250
低圧注入器 @250

低圧注入器 @250

取付パイプ @250

シーリング

注入材注入

注入器具設置

施工手順

作業開始

ひびわれ調査

注入器具撤去

仕 上 げ

作業完了

（参考図）

※　鉛直方向のひびわれについては、特に注入材の逸脱に注意すること。

※　注入材は可使時間内に注入を行い、可使時間を過ぎた材料については

　　使用しないこと。

※　注入はひびわれの下方から上方向に向かって、順次注入を行う。

※　注入パイプ取付は25cm間隔を基本とする。

注入材 断面修復工(鉄筋追加)(左官工法)
（参考図）

断面修復工(左官工法)

コンクリートはつり

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

鉄筋ケレン

（参考図）

（鉄筋追加）

防錆材塗布

プライマー塗布

断面修復

作業完了

W

t

鉄筋追加既設鉄筋

3.プライマー塗布

2.ケレン後、防錆材塗布

1.はつり工

4.断面修復
（ポリマーセメントモルタル）

1.はつり工

2.ケレン後、防錆材塗布
4.断面修復
（ポリマーセメントモルタル）

3.プライマー塗布

W

　　使用しないこと。

※　材料は可使時間内に使用し、可使時間を過ぎたものについては

　　ついては、10mm以上のかぶり厚を確保させること。

施工手順

既設舗装撤去

プライマー塗布

縦断排水管・導水テープ設置

塗膜系防水材塗布

作業完了

作業開始

硅砂散布

形状・寸法調査

アスファルト舗装

不陸整正,清掃

橋面防水工
（参考図）

舗装天端

50mm以下

（地覆）

(床版)

縦断排水管
スプリング管

アスファルト舗装

塗膜系防水層

※　舗装版取壊しを行う際は、床版等を破損しないよう注意すること。

※　コンクリートを削孔する際は、既設鉄筋に損傷を与えないように、

　　事前に鉄筋探査を実施し削孔位置を決定すること。

※　排水装置設置の際に主構造と干渉する場合は、排水装置位置を調整すること。

　　モルタル等で不陸整正を行うこと。

※　既設舗装撤去後に床版上面に不陸が見られる場合は、

※　排水勾配が逆勾配となる箇所については、施工時に排水勾配を設けること。

※　防水材塗布は、気温5℃未満では施工しないこと。

※　防水材塗布時は表面水分量10％以下とすること。

※　縦断排水管および導水テープの流末処理については、

　　既設排水桝を穿孔し、排水桝内に差し込むこと。

コンクリート削孔

既設排水管先端一部撤去

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

排水管設置

取付金具取付

アンカーボルト設置

作業完了

排水管取替工
（参考図）

　　事前に鉄筋探査を実施し削孔位置を決定すること。

沓座モルタル修復

作業完了

上　　塗

作業完了

中　　塗

(エポキシ樹脂系3種）

エポキシ樹脂系3種注入

※　気温5℃以下では施工しないこと。

※　鉄筋周辺のうきおよび劣化したコンクリートは除去すること。

　　新たに同径の鉄筋を追加設置すること。

※　端部は、L字カットを行い、フェザーエッジとならない処理を行うこと。

※　鉄筋を追加する場合は、必要な鉄筋継ぎ手長を確保すること。

※　腐食鉄筋のケレンに伴い鉄筋断面が著しく減少した箇所（25%以下）は、

※　断面修復工は、原形復旧を基本とするが、純かぶり10mm未満の箇所に

※　コンクリートを削孔する際は、既設鉄筋に損傷を与えないように、

※　沓座モルタル補修工は、原形復旧を基本とする。

塗装塗替え工
（参考図）

素地調整

剥離剤塗布（2回）

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

平 面 図

正 面 図

下塗（2層）

素地調整

Rc-Ⅱ塗装系

使用量
(g/m2)

600

200

200

140

120

清掃・水洗い

素地調整工

防食下地

下塗工

下塗工

中塗工

上塗工

2種ケレン

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

塗装工程 塗料名

有機ジンクリッチペイント(600g/m2)

弱溶剤形変形エポキシ樹脂塗料下塗(200g/m2)

弱溶剤形変形エポキシ樹脂塗料下塗(200g/m2)

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗(140g/m2)

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗(120g/m2)

防食下地

鋼材現場ガス切断

剥離剤：中性型水系剥離剤

剥離剤 中性型水系剥離剤（2回） 700

490 150

790

チッピング

既設橋座面

7
0

無 収縮 モル タル

A = 0 . 3 5 5 m
2

150

橋梁補修工事（補助橋補修）

県道八坂鳥取停車場線

県道八坂鳥取停車場線（大宮橋）

令和　　7 　年度施行

全　13　葉中の内　13

公
共R7-8債務 起工


